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磁気圏近尾部でのサブストーム発達

DEVELOPMENT OF SUBSTORMS IN THE NEAR-EARTH TAIL
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磁気圏尾部では、サブストーム時に磁力線再結合過程が、2 0～3 0倍の地球半径のところで起きる。これに対応
するサブストームの発達について、地球に近い磁気圏尾部で調べた。真夜中付近の1 0倍の地球半径にいる人工衛
星G e o t a i lでは、まず地球向きのプラズマの流れが観測され、次に、磁場の変動が起きる。より内側の静止軌道に
いるGOES 10では、さらに遅れて磁場の変動が起きる。このことは、磁力線再結合過程によりできたプラズマ流
が、磁場変動を引き起こしていることを示す。
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